


政務活動調査研究報告書 

報告者 向井千尋 

日時 2018年 7月 11日（水） 

調査研究名 NPO法人女性と子ども支援センター（ウイメンズネット・こうべ） 調査 

講師 WACCA担当 茂木美知子氏 

内容 ①ウイメンズネット・こうべの活動概要について 

DV被害に苦しむ女性や子どもの支援（電話、面接、シェルター等）、女

性に対する暴力をなくすための活動（中高生大学生へのデート DV防止授

業、サポーター養成講座、情報発信等）、男女共同参画社会実現をめざし

た学習会及び講演会の開催や女性やシングルマザーと子どものための居

場所 WACCAの運営等を行っている。 

活動の契機としては、震災後の電話相談からスタート。その中で、女

性がパートナーからの暴力、独占、食事を与えないなど DV支援に関する

活動に特化していった。「女性の地位の低さ、男女間の格差から暴力によ

る支配が起きる」とのことである。 

 

②女性やシングルマザーと子どものための居場所 WACCAの運営 

シングルマザーへの支援としてシェルターを運営。安全性のため住所

は非公開としている。県内や全国各地から避難してくる方があり、滞在

期間としてはおよそ 2 週間から 1 か月程度となっている。こうした支援

を行うとともに、自立支援を促している。 

WACCA（Women And Children Care Center）は、気軽に集まれる場

所として、スタッフ 5 人、ボランティア 20 人で運営している。「フリー

ヘルプ」（別団体の NPO法人）のリサイクル服の売上 120万円（年間）を

寄付して運営している中、活動の財源確保に苦労しており、助成金を毎

年申請している。 

WACCAの活動は、女性の就労準備に向けた支援活動をはじめ、フリーヘ

ルプのリサイクル服のアイロン掛け、対人恐怖・男性恐怖の精神的相談、

ヨガ教室、子どもの学習支援など幅広く活動するとともに、シングルマ

ザーや離婚に迷っている女性への相談支援や高卒認定のための勉強支援

も行っている。 

 

③その他 

女性の一生はエンドレス。経済的な基盤がないために被害者となる。

政府の言う「キラキラした女性活躍のイメージとは全く異なる、ディー

プな問題が存在するが、公共はそれを見落としている。支援者には、精



神科医、大学教授なども関わっており、月一で「哲学カフェ」を行ってい

る。被支援者の裾野を広げる意味でも役に立っている。 

 

④考察 

WACCA担当の茂木氏は、かつて三木市議でもあり、長年、母子保健や相

談業務を行うなど多様な経験を持った方でした。 

「必要に迫られて今までやってきた。女性の置かれている現実が厳し

い。これは経済的問題が要因。」 

と話されていたことが印象的でした。女性の置かれている厳しい現実

の中で、茂木氏が実践されていることの意味の大きさと継続することの

意義を深く考えるきっかけとなりました。 

本市では、女性支援の市民団体が育っていない現実があります。今回

の研修を踏まえ、今後の議員活動に活かしていきます。 

 

 




